
五所川原地区消防事務組合消防本部警防課 ☎35-2023（内線❶⓪❸❶）

火災・救急出動概況
五所川原市管内 11月の火災、救急、救助出動件数 （単位：件）

消しましょう その火その時 その場所で全国統一
防火標語

区　分
火　災 救　急 救　助

月別 累計 月別 累計 月別 累計

平成28年 0 17 183 1,822 2 19

平成27年 5 24 170 1,931 2 9

比　較 △ 5 △ 7 13 △ 109 0 10

　五所川原市に住民登録している妊産婦さんが治療、
出産、NICU（新生児特定集中治療室）などに入院して
いるご自身のお子さんの面会等をするための交通費や
宿泊費の一部を25,000円まで助成します。
支 給対象…平成28年４月１日～平成29年３月31日に

妊産婦さんが右記の医療機関へ通院、宿泊、面会等
をされた場合

＊ 申請の手続き等の詳細は、市のホームページをご覧
になるか、健康推進課までお問い合わせください。

　聴く姿勢ができている人がそばにいると、話しやす
く心地の良い家庭、職場、地域をつくることができます。
　傾聴マイスターからの地域活動報告と傾聴講座で、
言葉だけでないこころの声を聴く「傾聴」を体験して
みませんか。
第１部　傾聴マイスター活動報告
▷１月20日㈮　13：00～13：40 
　なんでもかたるべし～うら代表　柏谷祐美子氏
▷１月27日㈮　13：00～13：40
　日蓮宗隆光山法永寺副住職　小山田和正氏
▷２月３日㈮　13：00～13：40
　あおもり食命人・食育サポーター
　しかない惣菜店調理担当　伊藤志賀子氏

認知症サポーターとは
　認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく
見守る応援者の方をサポーターと呼んでいます。何か
特別なことを行う、というものではなく、友人や家族
に認知症の正しい知識を伝え、認知症になった人や家
族の気持ちを理解するように努めるなど、地域で暮ら
す人として自分のできる範囲で活動する方々です。
＊ 認知症サポーターには「認知症の人を支援します」

という意思を示す目印であるブレスレット（オレン
ジリング）が渡されます。

　認知症について理解を深めるための「認知症サポーター養成講座」を職場や学校、町内会、近所の方同士で開
催しませんか。

対象となる医療機関
　総合周産期母子医療センター（青森県立中央病院）
　地域周産期母子医療センター
　 （青森市民病院、弘前大学医学部附属病院、国立病

院機構弘前病院、八戸市立市民病院、むつ総合病院）
＊ NICUやGCU（新生児治療回復室）に入院しているお

子さんの面会のための交通費・宿泊費の助成は青森
県立中央病院、弘前大学医学部附属病院、国立病院
機構弘前病院、八戸市立市民病院のみです。
問…健康推進課　内線2368

第２部　傾聴講座　入門編
▷１月20日㈮　13：50～15：00　自己理解
▷１月27日㈮　13：50～15：00　対象者理解
▷２月３日㈮　13：50～15：00
　　傾聴の具体例と聴くスキルを身につける
講師…青森大学社会学部教授　藤林正雄氏
場所…市民学習情報センター
参加費…無料
申込締切…１月13日㈮　　定員…30名程度
＊席に余裕があれば、締切日後も受付します。
＊ 傾聴講座は、３回を通しての学びとなっていますが、

１回だけの受講も可能です。
申込先…健康推進課　内線2367

内容…認知症の基礎知識
　　　（症状・治療や予防・かかわり方等）
講師…認知症キャラバンメイトを派遣いたします。
対 象者…どなたでも受講できます（ただし概ね５人以

上の団体やグループでお申込ください）
開 催日…開催希望日の２カ月前までにお申し込みくだ

さい。（土曜・日曜日、夜間の開催も可能です）
時間…60分～90分程度　　　費用…無料
会場…開催者の方に準備していただきます。
申込先…地域包括支援センター　℡38－3939

人口
56,631人
（－45）

男
26,077人
（－19）

女
30,554人
（－26）

世帯数
25,478世帯
（＋９）

平成28年度五所川原市ハイリスク妊産婦アクセス支援事業

傾聴研修会　こころの声を聴くために

認知症サポーター養成講座 開催者募集

人口と世帯数
平成28年11月末　住民基本台帳　（　）内は前月比
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